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 春暖の候 保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶びを申し

上げます。この度の新型コロナウィルス感染拡大防止により、第７２回卒業証書授与

式に保護者やご家族の方々が参列できない状況となってしまい、心からお詫び申し

上げます。 

 去る３月１７日（火）、第７２回卒業証書授与式を本校体育館において、無事に挙行

させていただきました。３６３名の卒業生は、教職員の見守る中、本校から旅立ってい

きました。 

 入学されてから３年間、これまで学校の教育活動等に対して、深いご理解や厚いご

支援を賜り、本当にありがとうございました。また、校長として保護者の皆様に直接お

礼を申し上げることが叶わず、誠に申し訳ございません。 

 お詫びと感謝の気持ちを込めて、私の式辞原稿を掲載させていただきます。 

 

《 埼玉県立川越女子高等学校 卒業証書授与式 式辞 》 

 暖冬とはいえ、厳しかった冬も終わり、校舎の木々に春の訪れを感じる季節

となりました。この度の不測の事態により、皆さんや保護者の方々が予期せぬ

形での卒業授与式となりましたが、気持ちを込めて式辞を述べます。 

 ただ今、３６３名の皆さんに卒業証書を授与しました。本校に入学以来、不断

の努力を重ね、本校所定の課程を修めた卒業生の皆さんに敬意を表し、教職員を

代表して、心よりお祝いを申し上げます。ご卒業おめでとうございます。 

 この川女での三年間の生活を振り返り、今皆さんは何を思い、何を感じている

でしょうか。皆さんは、三年前の入学式のことを覚えていますか。前校長の関口

先生が三つのお願いをされました。一つ目は「高校三年間という時間を精一杯有

効に使って欲しい」というお願い。二つ目は「思いやり、優しさを持った行動に

努めて欲しい」というお願い。三つ目は「お互いに高め合う真の友人を作って欲

しい」というお願いでした。この三年間において、この三つのお願い全てに応え

てくれたものと確信しています。 

 想えば、早く川女の生活に慣れようと必死になっていた一年生の時。先輩を真

似ながら組織を率いた二年生の時。最上級生として自覚と自信をもって後輩を

指導した三年生の時。語りつくせない、思い出の詰まった、掛けがいのない三年

間であったことでしょう。 

 本日は卒業証書授与式です。この卒業式は、皆さんにとって、いわば最後の授

業です。この最後の授業をもって、皆さんの川女での生活が終わり、となります。 

川女から旅立つ皆さんの姿を見届けることは、大変嬉しくもあり、また大変寂し



くもあります。万感の思いを込めて、卒業生の皆さんへ餞の言葉を贈りたいと思

います。それは、『教学半（きょうがく・なかば）』という言葉です。 

 川女の校長室には、額に入った絵画や書の作品が飾られています。その作品の

中に、「教」「学」「半」という漢字三文字で描かれた行書体の書の作品があり

ます。「教学半」と描いて、「きょうがくなかば」「教うるは学ぶの半ばなり」

と読みます。この言葉は、儒教おいて経典として尊ばれた「四書五経」の一つで

ある、中国最古の歴史書といわれる「書経」に書かれている言葉です。 

 「教学半ば」とは、平たく言えば「人に何かを教えることにより、新たな学び

がはじまる」ということです。英語では、We learn by teaching.という表現にな

ります。つまり、人を教える時には、調べ直したり知識を整理したりするので、

半分は自分が学ぶことにもなる、ということです。小中交流事業で学習指導ボラ

ンティアを経験されたことがあれば、「教学半ば」という言葉はすぐ理解できる

ことでしょう。 

 卒業生の皆さんは、この三年間を通して様々な学びを繰り返してきました。そ

して、皆さんは常に学びに対し、意欲をもって真摯に向き合ってきました。授業

時間では、先生方の講義や学び合いにより、各教科目の質の高い知識や技術を修

得してきました。また、部活動や学校行事を通して、時には友と意見を異にして

も、お互いに譲り合ったり、助け合ったりしながら、「人を思いやる心」や「人

に尽くす心」を育んできました。このように皆さんは、この三年間の様々な学び

により、本校の目指す学校像である「学力の向上」と「人格の陶冶」をまさに実

践してきました。 

 本日をもって、皆さんは国内外で活躍している三万人余りの本校卒業生の仲

間入りをします。川女での学びは終わりとなりますが、未だ見ぬ未来の自分が待

っている世界に向かって、さらに学びを続けてください。「教学半ば」という言

葉を踏まえれば、皆さんはまさに「学半ば」です。これからも、大学や実社会に

おいて学び続け、その知識を自らの生き方の基盤となる見識に高め、さらにこの

二十一世紀を逞しく生き抜き、社会に貢献できる人材として、活躍していただき

たいと思います。どうか、川女で実践してきた理想の学び・在るべき学びである

「教学半ば」の精神をもって、学びを続けて欲しいと願っています。 

 限りない未来に向かって、羽ばたいていく３６３名の卒業生の皆さんに、ある

人の言葉を添えて、式辞といたします。 

 『Learn from yesterday, Live for today, Hope for tomorrow. The important 

thing is not to stop questioning.（過去から学び、今に生き、未来に希望をもて。

大切なのは、疑問を持ち続けることである。）アルバート・アインシュタイン』     

 ご卒業おめでとうございます。 

     令和２年３月１７日  埼玉県立川越女子高等学校 校長 桑原浩 


